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はじめに

平素より、私どもメモリード・ライフをお引き立ていただき、誠にありがとうござい

ます。

このたび、当社の経営方針ならびに２０１９年度（２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日）の

業務および財産の状況、事業の概況、財務の状況などをご説明するためにディスクロー

ジャー誌「メモリード・ライフの現状 ２０２０」を作成いたしました。

本誌を通じて、当社へのご理解をより一層深めていただくためのご参考になれば幸い

です。

今後とも一層のご支援ならびにご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

会社の概要 ［２０２０年３月３１日現在］

社 名 株式会社メモリード・ライフ 資 本 金 ２億５千万円

設 立 ２００６年８月１日 収入保険料 ２８億５０百万円

本社所在地 東京都千代田区神田猿楽町２－８－１６ 総 資 産 ３１億５８百万円

平田ビル６階 従 業 員 数 ３５名

ホームページ https://www.memoleadlife.co.jp/ 代 理 店 数 ７０７店

登録募集人数 ４，１２１名

※本誌は、「保険業法第２７２条の１７」および「同施行規則第２１１条の３７」に基づいて作成した

ディスクロージャー資料（業務および財産の状況に関する説明資料）です。
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トップメッセージ

平素より当社の少額短期保険事業に関し格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

当社は、２００５年６月に前身の「ありがとう共済会」を設立し、２００８年３月に株式会社

メモリード・ライフとして少額短期保険業者の登録を受けました。２００８年４月より「無

配当１年定期保険」（葬儀保険）を販売開始し少額短期保険事業をスタートしました。

当社が所属する少額短期保険業界は、本年で誕生から１４年目を迎え、財務局への登録

業者数は１０２社（２０２０年４月１日現在）となりました。従来の保険会社にない特徴と柔

軟性のある商品の提供や独自の販売チャネルの構築により、業界としても大きく事業を

拡大し、昨年収入保険料１，０００億円の事業規模に達し、毎年１０％を超える成長をしてお

ります。その中で、当社は事業を堅実かつ順調に拡大し、２０１９年度末現在で保有契約件

数は８４，４６１件、収入保険料は２８億５０百万円に達し、少額短期保険業界の生保・医療分野

では業界のリーダーとしての地位を確立しました。

当社は主に冠婚葬祭互助会や専門葬儀社を募集代理店として葬儀費用準備のための保

険「葬儀保険」を販売しており、その代理店数は７０７店、募集人数は４，１２１名となり全国

３９都道府県の代理店販売ネットワークを確立しました。さらにテレビCMやメディアを

活用した通販やインターネットダイレクトによる直接販売も強化しており、全国規模、

かつ様々な販売チャネルを通じて保険販売とサービスを展開しています。

当社は、今後も「葬儀保険」を主力商品とする専門保険会社として、「葬儀保険」等

を通じて、高齢化社会における終活分野での事業を展開するとともに、よりお客様の目

線で、分かりやすく、ニーズにマッチした商品提供、迅速な契約保全・保険金支払いお

よび適時適切な情報のご提供に努めてまいります。

今後も引き続き、皆様のご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

２０２０年６月

代表取締役社長 高 原 芳 信
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経営の方針

当社は少額短期保険事業者として、長期的な視点から、健全な経営の維持に努めるとともに、高い倫理観

を持ち、お客様の負託にこたえていくために、次の「経営の方針」を定め誠実に取り組んでまいります。

■ お客様にとって最適かつ多様な商品を提供します

お客様の多様なライフイベントを的確に捉えた保障に、「より多くの方がご契約いただける」、「お申込

時・ご請求時の簡便な手続き」また「各種お手続きへの迅速な対応」といった付加価値の高い商品の提

供を行ってまいります。

■ お客様への最高・最大のサービスの提供を心掛けます

お客様に対しての最高・最大のサービスは低価格だと思っております。そのため、妥協を許さない徹

底した業務の効率化を、創意工夫により堅持してまいります。

■ 万全なリスク管理による健全な経営の実施に努めます

少額短期保険はお客様またそのご家族のライフリスクに対する経済的準備という大きな責任を負う商

品であり、経営の健全性の確保のため、万全なリスク管理の徹底により、この責任に必ずお応えできる

ための優れたソルベンシー・マージン比率（支払余力）の維持に努めます。

■ 法令遵守によりお客様に信頼される会社を目指します

少額短期保険会社としての社会的責任と公共性を十分に認識し、全役員・全社員が法令はもとより社

会常識やルールを遵守するなど、コンプライアンス重視の企業風土を醸成し、お客様に信頼される会社

となることを目指します。

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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お客様本位の業務運営に関する基本方針

当社は冠婚葬祭事業者等との販売提携により高齢者の皆様の死亡保障ニーズや葬祭費用等の事前準備に応

え、葬祭事業と保険との効果的な融合を図ってまいりました。

当社は長期的な視点から健全な経営の維持に努めるとともに、高い倫理観を持ち、業務運営において常に

お客様本位の観点から誠実かつ真摯に向き合っていくために、「お客様本位の業務運営に係る基本方針」を

定めます。

お客様本位の業務運営

当社は、経営方針に則り、お客様が求める保険商品および付帯的なサービスを提供し、お客様に対し

て継続的に保障とサービスを提供するために、あらゆる業務運営においてお客様本位で行動するように

努めます。

お客様にふさわしいサービスの提供

「メモリード・ライフの葬儀保険」は、葬儀費用の事前準備を主な目的とする死亡保障に特化した１

年定期の生命保険です。

主に商品提供の対象となる高齢者の皆様においても、理解しやすく、簡易な募集プロセスでお申し込

みが可能です。また契約締結後も高齢者の皆様の健康状態等を考慮し、定期的に情報の提供に努め、お

客様の満足度向上に努めてまいります。

保険金等のお支払い

当社は、効率的な事務態勢を構築し、お客様にとって分かりやすく利便性の高いお手続きを実現する

とともに、正確かつ迅速に保険金等をお支払いするように努めます。

お客様の声を経営に活かす取り組み

当社は、お客様の要望や苦情等に対し、誠実かつ迅速にお応えするとともに、お客様の声を大切にし、

業務運営の改善に努めます。

利益相反の適切な管理

当社は、お客様の利益が不当に害される恐れのある取引を適切に把握し管理するための体制を整備

し、その維持・改善に努めます。

代理店への募集委託

当社は、募集代理店において商品提案や契約保全等の業務が適切に行える態勢が構築されていること

を代理店委託開始の際に確認するとともに、本態勢が維持・改善されていくように指導・教育に努めま

す。

方針の浸透に向けた取り組み

当社は、当社社員や募集代理店等があらゆる業務運営において、お客様本位で行動していくことをめ

ざし、組織体制、研修体制等の整備と本方針の浸透に努めます。

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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Ⅰ ２０１９年度 事業報告

１

１

事業の経過および成果

⑴金融経済環境と事業の状況
当事業年度の日本経済は、異常気象、米中貿易摩擦やこれによる中国経済の減速、消費税増税、

そして２０２０年に入り突如襲った新型コロナウィルス感染症による世界的な影響等、様々な要因が

複合的に重なり、予期せぬ社会不安が増大し国内における消費活動が一気に冷え込んだ結果、景

気の先行きに不透明感が高まりました。景気は急速に悪化し事業環境も極めて厳しい状況が続い

ております。

保険業界では、大手グループ企業の再編やデジタル技術を活用した保険ネット販売への本格参

入、AI・ビッグデータ等を駆使した業務の効率化などが行われている一方、かんぽ生命の不適

切販売などの不祥事も発生しました。少額短期保険業界におきましては、財務局への登録業者数

は当事業年度中に２社増え１０２社、収入保険料も１，０００億円を突破し、着実に成長しております。

このような経営環境の中、前事業年度期首に吸収合併したNP少額短期保険株式会社の冠婚葬

祭互助会や専門葬儀社の募集代理店が徐々に稼働し、新規募集代理店とともに大きな推進力とな

りました。また、TVCMやラジオCM、新聞等の広告宣伝を継続して積極的に実施し、ブランド

イメージの認知度アップと電話やインターネットを通じたダイレクトな反応・反響を高めてまい

りました。

業務運営面におきましては、内部監査態勢およびコンプライアンス態勢を強固とするため、独

立した組織を新設し、代理店等の内部管理体制や募集・事務手続き体制の強化徹底に取り組んで

まいりました。

これらの結果、当事業年度の新契約実績においては、件数で１５，６０９件（前年度比１０．９％減）、年

換算保険料で４５５百万円（前年度比４．５％減）と、昨年の水準を下回りましたが、当事業年度末の

保有契約数は８４，４６１件（前年度比６．３％増）、年換算保険料で２，９５６百万円（前年度比１１．１％増）と

順調に増加しました。

収支面については、保険料等収入は２，９８７百万円、その他経常収益等２百万円を合計した経常

収益は２，９８９百万円（前年度比８．８％増）となりました。

一方、保険金等支払金は１，２８７百万円、責任準備金等繰入額５４百万円となり、事業費等１，２０４百

万円を合計した経常費用は２，５４７百万円（前年度比５．１％増）となりました。

この結果、経常利益は４４２百万円（前年度比３６．７％増）となりました。また、経常利益に特別

損失、法人税及び住民税を加減した当期純利益は２９１百万円（前年度比３５．６％増）となりました。

〔財政状態およびキャッシュ・フローの状況〕

当事業年度末の総資産は、前事業年度末に比べ３４９百万円増加して３，１５８百万円（前年度比１２．４

％増）となりました。

この結果、純資産額２，１７９百万円（前年度比１３．５％増）により自己資本比率は６９．０％、１株当

たり純資産額は２１，７９６円４４銭となりました。

一方、当事業年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、保険料の収入、保険金等支払・事

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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業費による支出などにより３８６百万円の収入（前年度比５．５％増）となりました。また、投資活動

によるキャッシュ・フローは、定期預金への預入、ソフトウェア等による固定資産取得等により

２６５百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローは、株主配当金の支払により３０百万円の

支出となりました。

これらの結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合

計したフリー・キャッシュフローは１２０百万円の収入（前年度比６５．３％減）、現金及び現金同等物

期末残高は前事業年度末に比べ９０百万円増加し、７９４百万円（前年度比１２．８％増）となりました。

〔保険金等の支払能力の充実の状況〕

ソルベンシー・マージン比率は、主にリスクの増加率に比べ、純資産の増加にともなうソルベ

ンシー・マージン総額の増加率が大きかったことにより、前事業年度に比べ２６７．０ポイント増加

し、７，２４２．０％となりました。

⑵今後の課題
当社を取り巻く環境は、高齢化社会における生産年齢人口の減少、海外経済の不確実性や金融

市場の変動等の影響に加え、コロナショックの影響を受け、個人消費の落ち込み等の経済の先行

き不透明感等により長期的に厳しい状況が続くことが予想されます。当業界におきましても、営

業職員による対面販売の抵抗感が強まり保険募集活動の変容などが見込まれ、新規契約数の伸び

悩みが懸念される一方、インターネットやデジタル通信機器等を利用したダイレクト販売への移

行などの取り組みも加速するものと思われます。

このような市場環境の中で、当事業年度は、当社の主力代理店であるメモリード代理店の保有

契約は６５，２１６件（占率約７７％）と順調に増加しましたが、代理店の稼働数が１０８店（内、旧NP代

理店数４５店）にとどまっており、新契約数は前事業年度に比べ伸び悩みの傾向がみられています。

また、消滅契約は一時の増大から落ち着いたとはいえ、依然として発生件数が多い状態が続いて

いることから、より一層の抑制を図る必要があります。こうした状況を踏まえ、翌事業年度は代

理店の育成・教育による稼働化、生産性アップとともに、募集時の対応強化や更新時を含めた情

報提供の充実等の推進を図り、保有契約の安定的な拡大を図ってまいります。

また、テレビ・ラジオを利用したCMに注力して実施してまいりましたが、会社認知度の向上、

新契約実績の増大に大きく寄与するべく今後も継続的に広告・宣伝に投資を行っていく予定であ

ります。また、業容の拡大に合わせ、業務の効率化、システム化を進め、WEB・電話等の直販

によるチャネルを強化・拡大し、代理店との情報連携を図りつつ、総合的な効果を高めるマーケ

ティングの視点で改善や取り組みを実施していく所存です。

商品面では、既存商品の健全な収益性を維持するため、特約保険料の販売条件等の見直しを検

討する一方、損保系の新商品開発にも着手する予定です。

一方、少額短期保険業者としての健全な業務運営を確保するため、コンプライアンスやリスク

管理をはじめとする内部管理態勢およびガバナンス態勢強化のための内部監査体制の整備を一層

進め、募集態勢のチェック・点検・教育を強化するとともに、お客様や株主の皆様からより一層

信頼される企業となるべくサービスの更なる向上に努めてまいります。
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323

2018年度 2019年度2017年度

442442442

357

新契約件数 保有契約件数（単位：件） （単位：件）

保有契約年換算保険料 収入保険料（単位：百万円） （単位：百万円）

保険金・給付金 経常利益（単位：百万円） （単位：百万円）

２

１

財務状況 ≪ハイライト≫

⑴業績および収支の状況

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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総資産 保険業法上の純資産（単位：百万円） （単位：百万円）

10,000
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0
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2018年度 2019年度2015年度

7,2426,974

2016年度

6,534

2017年度

7,067

ソルベンシー・マージン比率 （単位：％）

項 目 ２０１８年度末 ２０１９年度末

ソルベンシー・マージン総額（A） １，９３５，１４８ ２，１９９，１７８

リスク合計（B） ５５，４８８ ６０，７３３

ソルベンシー・マージン比率
（A）

１／２×（B）×１００
６，９７４．９％ ７，２４２．０％

（単位：千円）

（注）ソルベンシー・マージンとは
保険会社は将来の保険金などの支払について責任準備金を積み立てており、通常予測で
きる範囲のリスクについては責任準備金の範囲内で対応します。しかし、大規模な環境変
化によって、予想もしない出来事が起こる場合があります。例えば、大災害やインフルエ
ンザの流行などによる超過死亡など、通常の予測を超えて発生するリスクに対応できる「支
払余力」を有しているかどうかを判断するための行政監督上の指標の１つがソルベンシー・
マージン比率です。

⑵資産、負債および純資産の状況

⑶会社の健全性を示す指標
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Ⅱ 会社概要

１

１

沿革

２

１

主要な業務の内容

３

１

経営の組織

４

１

株式の状況

５

１

取締役および監査役

６

１

従業員の在籍状況

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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Ⅱ 会社概要

２００５年６月１日 「ありがとう共済会」を設立し「ありがとうプラン」を販売開始
２００６年８月３日 特定保険業者届出実施（関東財務局）
２００８年１月９日 包括移転に伴う共済契約の募集の停止

２００８年２月５日 株式会社メモリード・ライフと共済契約包括移転契約の締結、共済契約移転
の公告を実施

２００８年９月１２日 株式会社メモリード・ライフへの共済契約包括移転の実施

２００６年８月１日 少額短期保険業準備会社「株式会社メモリードインシュアランスプランニン
グ」設立

２００８年１月２４日 「株式会社メモリード・ライフ」に社名変更
２００８年２月５日 特定保険会社「ありがとう共済会」と共済契約包括移転契約の締結
２００８年３月１９日 少額短期保険業の登録完了【関東財務局長（少額短期保険）第１８号】

２００８年４月１日 少額短期保険業の営業を開始
「無配当１年定期保険」、「無配当１年定期保険（無選択型）」発売

２００８年９月１２日 「ありがとう共済会」の共済契約を包括移転により受入
２００８年１０月１日 「無配当夫婦連生１年定期保険」を販売開始
２００９年３月末 単年度黒字を達成

２００９年５月１日 「無配当１年定期保険（保険金建）」発売、併せて従来の「無配当１年定期保
険」を「無配当災害死亡割増型１年定期保険（保険料建）」に名称変更

２０１０年３月３１日 累積黒字を達成
２０１１年４月２日 「無配当１年定期保険（簡易告知型）」を販売開始
２０１１年４月１８日 インターネットWEBによるダイレクト保険販売の開始
２０１５年２月２１日 本店事務所を千代田区神田猿楽町に移転
２０１７年９月 保有契約件数５万件を達成
２０１８年４月１日 NP少額短期保険株式会社を吸収合併
２０１９年４月 保有契約件数８万件を達成

１

１

沿革

〔当社が包括移転を受けた共済会の沿革〕

〔当社の沿革〕

２

１

主要な業務の内容
保険業法第２７２条第１項の登録に基づき、少額短期保険業者として保険業法第２条第１７項に係る

引受を行っております。

Ⅰ

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

Ⅱ

会
社
概
要

Ⅲ

当
社
の
取
扱
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

Ⅳ

経
営
の
状
況

Ⅴ

業
績
デ
ー
タ

メモリード・ライフの現状 ２０２０

１１



監

査

役

保

険

計

理

人

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

会

株

主

総

会

取

締

役

会

営

業

部

法務・コンプライアンス統括室

商 品 部

内

部

監

査

室

保険金支払グループ

契約管理グループ

新 契 約 グ ル ー プ

顧
客
サ
ー
ビ
ス
部

お
客
様
サ
ポ
ー
ト
室

総

務

部

シ

ス

テ

ム

部

リスク管理委員会

コンプライアンス
委 員 会

営業推進グループ

営業管理グループ

コールセンターグループ

直 販 グ ル ー プ

お 客 様 相 談 窓 口

総務・人事グループ

経理・財務グループ
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３

１

経営の組織

⑴所在地
［本 社］ 〒１０１‐００６４ 東京都千代田区神田猿楽町２‐８‐１６ 平田ビル６階

［支 社］ なし

⑵経営の組織（２０２０年４月１日現在）

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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株主の氏名または名称
当社への出資状況

持株数 持株比率

株式会社メモリ－ド（長崎）
株式会社メモリ－ド（群馬）
株式会社メモリード宮崎
株式会社クリエイト企画
株式会社ルクール
株式会社メルコーポレーション
株式会社メモリード東京

１４，８００株
１４，８００株
１４，８００株
１４，８００株
１４，８００株
１４，８００株
１１，２００株

１４．８％
１４．８％
１４．８％
１４．８％
１４．８％
１４．８％
１１．２％

氏 名 地 位 重要な兼職

吉田 茂視 取締役会長 株式会社メモリード（長崎）取締役、株式会社メモリー
ド（群馬）取締役、株式会社メモリード宮崎 取締役

高原 芳信 代表取締役社長 －

佐々木 達人 常務取締役 －

花岡 典弘 取締役 －

吉田 卓史 取締役 株式会社メモリード（群馬）代表取締役

吉田 昌敬 取締役 株式会社メモリード（長崎）代表取締役

西岡 聡子 監査役（社外） はなみずき法律事務所 弁護士

井上 郁子 監査役（社外） せいあ税理士法人 税理士

区 分
従業員（使用人）数 ２０１９年度末現在

２０１８年度 ２０１９年度 当期増減
（△） 平均年齢 平均勤続年数

内 務 職 員
（内、嘱託・パートタイマー等）

２７名
（１１名）

３５名
（１８名）

８名
（７名） ４７．８歳 ２．４年

営 業 職 員 － － － － －

（注）従業員数は、各年度末における人員数（嘱託・契約社員、パートタイマー、受入出向者を含む）を示し、
（ ）内に、嘱託・契約社員、パートタイマー及び受入出向者の人員数を内数で記載しております。

４

１
１

株式の状況
⑴株式数

発行可能株式総数 ６００千株

発行済株式の総数 １００千株

⑵株主数

２０１９年度末株主数 ７名

⑶株 主（２０２０年３月３１日現在）

５

１１

取締役および監査役（２０２０年６月２４日現在）

６

１

従業員の在籍状況
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Ⅲ 当社の取扱商品・サービス

１

１

取扱商品

２

１

取扱サービス

３

１

お客様の声を経営に活かす取り組み

４

１

保険金のお支払い

５

１

再保険の状況

６

１

保険の募集態勢

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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Ⅲ 当社の取扱商品・サービス

１

１

取扱商品

⑴無配当１年定期保険（保険金建）

保険の目的
この保険は、保険期間１年の保険金建ての定期保険で、保険期間中

に被保険者が死亡したときには所定の死亡保険金の支払いを保障する

ものです。

保険の特徴
●満２０歳～満８９歳までお申し込みができ、更新は満９９歳まで可能です。
●保険期間中に死亡された場合は死亡保険金をお支払いいたします。
●万一のときの必要資金にあわせた死亡保険金額が設定でき、保険金

額は３０万円～３００万円まで１０万円単位でお申し込みいただけます。
●保険金額（保障額）は更新後も変わりませんが、保険料は更新時に逓増します。
●災害死亡給付特約を付加することで、不慮の事故による死亡保障が充実できます。

⑵無配当災害死亡割増型１年定期保険（保険料建）

保険の目的
この保険は、保険期間１年の保険料建ての定期保険で、保険期間中

に被保険者が死亡したときには所定の死亡保険金の支払いを、所定の

不慮の事故で死亡したときは、所定の災害死亡保険金を割増して支払

うことを保障するものです。

保険の特徴
●満２０歳～満８９歳までお申し込みができ、更新は満９９歳まで可能です。
●保険期間中に死亡された場合は死亡保険金をお支払いいたします。
●保険料は更新後も変わりませんが、保険金額（保障額）は更新時に逓減します。
●災害死亡保険金額は死亡保険金額と同額の保障が付加されています。

⑶無配当１年定期保険（簡易告知型）

保険の目的
この保険は、保険契約のお申し込みの際に、悪性新生物、脳血管疾患および心疾患のみに限定

した簡易な告知により、体況による被保険者選択を行う保険期間１年の定期保険です。

保険の特徴
●満４０歳～満７９歳までの方がお申し込みできます。
●毎年の契約応当日に契約は更新され、最長満８９歳まで更新可能です。
●保険期間中に死亡された場合は死亡保険金をお支払いいたします。
●保険金額（保障額）は変わりませんが、保険料は更新後変動します。
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項 目
２０１８年度 ２０１９年度

件数 占有率 件数 占有率

新 契 約 関 係 ２２件 ２５％ ２３件 ３６％

収 納 関 係 １４件 １６％ １６件 ２５％

保 全 関 係 ４０件 ４６％ １９件 ３０％

保 険 金 関 係 ４件 ５％ ２件 ３％

そ の 他 ７件 ８％ ４件 ６％

総 計 ８７件 １００％ ６４件 １００％

２

１

取扱サービス

⑴保険金クイック支払サ－ビス
当社が保険金請求書類を受付けした日から最短で翌営業日に死亡保険金の１００％（全額）をお
支払いするサービスを提供しております。
なお、責任開始期から２年以内の死亡や災害死亡等の場合で当サービスの対象とならないこと
もございます。

⑵当社ホームページ経由での契約内容変更手続き
契約内容変更等の手続きについては、通常の書面による手続きに加えて、当社のホームページ
上から、簡易な手続きで変更することも可能です。
具体的には、契約者・被保険者の住所、電話番号等の変更手続きができます。

⑶当社ホームページ経由での「ダイレクト保険申込」
通常の対面販売、通信販売に加えて、当社ホームページを経由した「ダイレクト保険申込」も
受付けております。

３

１

お客様の声を経営に活かす取り組み

⑴取組内容と態勢
当社では、お客様窓口としてコールセンターを設置しており、お客様からの様々なお問い合わ
せに対応しております。また、新契約関係、保険金等の支払関係についてさらに詳しい説明が必
要な場合は、それぞれの部門の担当者が丁寧にわかりやすく説明を行っております。
お客様の声のうち、２０１９年度の苦情とされる件数は、６４件となり昨年度に比べ約２６％減少しま
した。
そのうち、新契約関係が２３件（３６％）、次いで保全関係１９件（３０％）、収納関係１６件（２５％）であ

り、募集時の対応方法・説明不足や、手続きの不備や処理の遅延等が主な原因となっております。
苦情に関する規程およびマニュアルに基づき、苦情受付の報告や対応態勢が確保され、代理店
を中心として苦情に対する認識が浸透し苦情の早期報告が図られております。また、苦情の申出
内容・発生要因等に関する分析を定例かつ適切に報告する体制が整備されております。
現在は、その分析に基づき、お客様へのサービス改善や利便性の向上を進めるため、定期的に
業務やプロセス等を見直し、改善の方向性や具体的な改善策を検討し、関係部門で検討・協議の
うえ順次実施するべく努めております。
今後も「お客様の声」を真摯に受けとめ、「お客様満足度の向上」に向けて業務改善・サービ
ス向上を進めてまいります。

⑵苦情の受付状況

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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お 客 様

対応方針・対応策等（再発防止策、業務改善等）決定・実施

業 務 改 善 ・ サ ー ビ ス 向 上

お 客 様 満 足 度 の 向 上

お客様の声を経営に活かす体制

ご不満・ご意見等
のお申し出

担当部署【相談・苦情窓口】

代理店 本社

関連部署 執行役員会

取締役会

コンプライアンス委員会

リスク管理委員会

【エスカレーション】報
告
等

報
告
等

【エスカレーション】
内容精査・事実確認・調査
解決方向性検討・協議

事

実

確

認

原

因

分

析

再
発
防
止
策

ヒ
ア
リ
ン
グ
等

【報告】（毎月）
※緊急性・重要性が
高いものは逐次報告

報 告 ・ 確 認
対応策立案・協議

項 目 ２０１８年度 ２０１９年度

お 支 払 件 数 １，５１８件 １，６７８件
お 支 払 非 該 当 件 数 １６件 １６件

詐 欺 に よ る 取 消 ０件 ０件
不法取得目的による無効 ０件 ０件
告知義務違反による解除 １３件 １１件
重 大 事 由 に よ る 解 除 ０件 ０件
免 責 事 由 に 該 当 ３件 ５件

保険金お支払いの状況（２０１９年度）

４

１

保険金のお支払い
保険金・給付金のお支払いは当社にとって最も重要な業務のひとつです。当社では保険金の適正
なお支払いを担保するとともに、お支払い業務に関する組織、支払プロセスを適切に管理・運営し、
保険金支払い漏れ等が発生しない態勢づくりに努めております。

５

１

再保険の状況
当社では、保険リスクの一部を再保険に付すことで、リスク分散による経営の安定化を図り、

確実に保険金のお支払ができる体制を整備しております。
出再先は、トーア再保険株式会社であり、再保険会社の選定に当たっては、再保険会社の財務格
付けなどを勘案し、リスク管理委員会における審議を経て、取締役会にて決定しております。
現状では、スタンダード＆プアーズ社によるＡ以上の格付けを有する再保険会社を選定しております。
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６

１

保険の募集態勢

⑴保険の募集方法
当社は、冠婚葬祭互助会および専門葬儀社を主な販売代理店として、対面販売を主たる募集方

法としています。２０２０年４月１日現在の法人募集代理店は２３３店、個人募集代理店は４７４店、合計

募集人数は４，１２１名となります。

さらにテレビやラジオ広告等を活用した本社直販、ホームページ（インターネット）等を活用

した「ダイレクト保険申込」などの販売チャネルの多様化にも積極的に取り組んでいます。

⑵当社の勧誘方針
当社は「勧誘方針」を定め、適正な保険募集の推進と顧客保護に努めています。

＜勧誘方針＞

１．少額短期保険商品（以下、「保険商品」といいます。）の販売等に際して、各種法令等を遵守し、

適正な勧誘に努めます。

・保険業法、保険法、金融商品の販売等に関する法律、消費者契約法その他各種法令・諸規則

を遵守することは勿論、保険制度が健全に運営されるよう努めます。

・販売等にあたっては、お客様に商品内容を正しくご理解いただけるよう説明内容や説明方法

について創意工夫し、適正な募集活動を行ってまいります。

２．お客様のライフ・プランに合った保険商品の勧誘に努めます。

・お客様のプライバシーやモラルリスクの排除に十分配慮しつつ、お客様のライフ・プランを

ベースに、お客様のご意向や実情に合った商品を販売いたします。

３．お客様への商品説明等については、販売・勧誘形態に応じて、お客様本位の方法等の創意工夫

に努めます。

・販売・勧誘活動にあたっては、お客様の立場に立って、時間帯や勧誘場所について十分に配

慮します。

・お客様と直接対面しない勧誘・販売（例えば通信販売等）を行う場合においては、説明方法

等に工夫を凝らし、お客様にご理解いただけるよう努力します。

４．お客様にご信頼・ご満足いただけるよう努めます。

・社内（代理店）研修等により、十分な商品説明や適正な勧誘方法の確保に努めます。

・お客様の様々なご意見等を十分お聞きし、その後の保険商品の販売・勧誘に反映します。

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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Ⅳ 経営の状況
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コーポレートガバナンスの状況
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リスク管理態勢
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１

法令等遵守（コンプライアンス）態勢
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指定紛争解決機関
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個人情報保護の取り扱い
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反社会的勢力への対応
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お客様への情報提供等
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Ⅳ 経営の状況

１

１

コーポレートガバナンスの状況
当社では、経営の健全性、透明性を維持するために、経営の監視・監督機能の充実および内部統

制・内部監査機能を確保するためのコーポレートガバナンス態勢を構築しています。

取 締 役 会

毎月の定例取締役会において、事業方針、事業計画、コンプライアンス、リスク管理、内部監

査などに係る重要案件の審議および決定を行っております。

また、保険金の支払状況、責任準備金の積立状況、事務効率および営業効率などをきめ細かく

把握し、健全な事業運営と財務体質についての現状把握と、状況に応じ必要な措置を講じること

としております。

執 行 役 員 会

執行役員会を定例で毎週開催し、各部門の業務執行状況を確認するとともに、日常的な業務運

営において発生する課題について審議・決定することで、スピード感のある機動的な業務運営を

確保しております。

リ ス ク 管 理 委 員 会

リスク管理に関する能力ならびに態勢を強化し、適切なリスクコントロールを行うことで、少

額短期保険会社としての健全性および収益性を確保し、保障の確実な提供を行っていくことを目

的としたリスク管理委員会を設置し、全社横断的なリスク管理体制の構築を進めております。

コンプライアンス委員会

取締役会の下にコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンス推進状況の把握、違反行

為発生時の再発防止策の検証、懲罰内容の取締役会への上程および報告を行っております。

内 部 監 査 室

相互牽制機能を十全に発揮した内部監査を実施するため、各部門から独立した運営を行い、経

営に重大な影響を及ぼすと考えられる「業務上の問題点への対応策の実施状況」、「コンプライア

ンス上の問題」、「契約者等への影響」、「保険金支払業務」および「保険募集業務」の適切性等につ

いて、適宜、各部門の監査を実施するとともに、法人募集代理店等について臨店監査を実施して

おります。

監 査 役

毎回の取締役会に出席し、取締役等の執行状況の監査、コンプライアンス委員会およびリスク

管理委員会による内部統制の状況の監査を行っております。また、内部監査室との連携を図り、

必要に応じ、報告を求めることとしております。

メモリード・ライフの現状 ２０２０

２０



コーポレートガバナンス体制

リスク管理委員会

コンプライアンス
委 員 会

取締役会
●常勤取締役 ●保険計理人 ●監査役
●非常勤取締役 ●顧問

各部門
（代理店・委託先等含む）

内
部
監
査
室

代表取締役

株 主 総 会

執行役員会

監査役

取締役の選任・解任 監査役の選任・解任

監査

報告

出席
選定・解職
監督

報告
重要事項の
付議・報告

監督

決議・承認等
報告

報
告

重要事項の
付議・報告

決議
指示等報告

（第一報等）
審議

内
部
監
査

連携

２０２０年３月３１日現在

２

１

リスク管理態勢
当社は、健全な財務基盤の確保、ならびに適切かつ確実な保険金支払業務を実行するために、こ

れを阻害する恐れのある全てのリスクを整理・分析し、これらのリスクを統合的に管理することと

しています。当社の役員および社員は統合的リスク管理の重要性を十分に認識したうえで、自らの

関連する業務に関するリスクを適切に管理しなければなりません。

当社で管理対象とするリスクは、保険引受リスク、流動性リスク、資産運用リスク、事務リスク、

システムリスクに分類しています。

リスク管理委員会は、各部門と連携し、これらのリスクの状況を随時モニタリングし、重要リス

クを抽出して、その対応策を提案・実行します。またリスク管理の状況はリスク管理委員会におい

て審議の上で、定期的に取締役会に報告します。

３

１

法令等遵守（コンプライアンス）態勢
当社は、少額短期保険業という公共性の高い事業を行うものとして、お客様に対する責任、また

株主、代理店、社員および地域というステークホルダーに対して企業が有する責任を果たすため、
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適切・的確な経営管理を最も重要な課題と位置づけ、健全かつ透明性の高いコーポレート・ガバナ

ンスを構築しています。

具体的には、取締役会の下にコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスに関する基本

方針・規程に基づきコンプライアンスを推進します。当委員会では、コンプライアンス・プログラ

ムの推進状況や違反行為発生時の状況把握、再発防止策の立案・検証等に関して、定期的に取締役

会への報告を行います。また、反社会的勢力に対する基本方針を定めて、当社ホームページに掲載

するとともに、社内および代理店等に周知しています。

コンプライアンス重視の企業風土を醸成するために、定期的にコンプライアンス研修を実施し、

役員および社員に対する教育、啓発に努めています。

４

１

指定紛争解決機関
当社はお客様からお申出いただいた苦情等につきまして、解決に向けて真摯な対応に努める所存

でございます。なお、お客様の要望により、当社加入協会（日本少額短期保険協会）の指定紛争解

決機関「少額短期ほけん相談室」をご利用いただくこともできますので、ご案内申し上げます。

詳細につきましては以下をご参照ください。

＜指定紛争解決機関＞

一般社団法人日本少額短期保険協会 「少額短期ほけん相談室」

●電話（フリーダイヤル）：０１２０‐８２‐１１４４

●Ｆ Ａ Ｘ ：０３‐３２９７‐０７５５

●受付時間 ：９：００～１２：００、１３：００～１７：００

●受 付 日 ：月曜日から金曜日（祝日および年末年始休業期間を除く）

５

１

個人情報保護の取り扱い
当社は、お客様の個人情報（特定の個人を識別することができる情報をいいます。）保護の重要

性を認識し、お客様に対してご満足いただける商品、サービスを提供していく上でお客様の個人情

報を適正に取り扱うとともに、安全管理について適切な措置を講ずるため、以下のとおりプライバ

シーポリシーを定め、これを遵守、実行いたします。

＜プライバシーポリシー＞

⑴ 法令等の遵守
当社は、個人情報（個人番号および特定個人情報を含みます。）を、取扱う際は、「個人情報保
護に関する法律」、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
（以下「番号法」といいます。）」等、その他国が定めたガイドラインにおける義務およびプラ
イバシーポリシーを遵守します。

⑵ 個人情報の取得について
当社は、適法で公正な手段により、業務上必要な範囲内で個人情報を取得します。

⑶ 取得する個人情報の種類
保険契約のお引受け等に必要な情報として、お客様のお名前、住所、生年月日、性別等、お客

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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様に関する必要最小限の個人情報を取得いたします。また、当社が提供する各種サービスに関
連し、必要な情報のご提出をお願いする場合があります。

⑷－１ 個人情報の利用目的
当社は、個人情報（特定個人情報等を除きます。）について、その利用目的を以下のとおりに
特定するとともに、利用目的の達成に必要な範囲内で取り扱います。なお、利用目的を変更す
るときは、その内容をご本人に通知するか、ホームページ等により公表いたします。
● 各種保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金等のお支払い
● 当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービスの充実
● その他保険契約に関連・付随する業務

⑷－２ 特定個人情報等の利用目的
当社は、特定個人情報等について、支払調書作成事務等の番号法に定められた事務処理に必要
な範囲で利用いたします。

⑸ センシティブ情報のお取り扱い
お客様のセンシティブ情報につきましては、「保険業法施行規則第５３条の１０」および「金融分
野における個人情報保護に関するガイドライン第５条」により、お客様の同意に基づき業務上
必要な範囲で利用するなど業務の適切な運営の確保その他必要と認められる場合に利用目的が
限定されています。当社は、これらの利用目的以外には、センシティブ情報を取得、利用また
は第三者へ提供いたしません。

⑹ 第三者への提供
当社は、法令等で定める場合を除き、あらかじめご本人の同意を得ることなく、個人情報（特
定個人情報等を除きます。）を第三者へ提供することはいたしません。
また、当社は、お客様の個人情報（特定個人情報等を除きます。）を共同利用させていただく
場合には、法令等で定める必要事項をあらかじめご通知、または公表させていただいた上で実
施いたします。
なお、特定個人情報等は、法令に定める場合を除いて、お客様の同意があっても第三者への提
供はいたしません。

⑺ 個人情報の管理について
当社では、個人情報の漏えい、滅失またはき損の防止、および個人情報の適正な利用また情報
の安全管理のために、取扱規程等の整備、不正アクセスの防止、その他の安全管理措置の実施
等により、十分なセキュリティ対策を講じてまいります。

⑻ 委託先の監督
当社が、お預かりした個人情報の取り扱いを第三者に委託する場合には、委託先の選定基準を
定め、個人情報の管理について十分なセキュリティ水準にあることを確認のうえ選定し、委託
後についても業務の遂行状況他の必要かつ適切な監督を行います。

⑼ 社内体制の継続的改善
当社は、個人情報を適正に取り扱うため内部規定の整備、全役員並びに社員への教育、内部監
査の実施、情報技術の発展や社会的要請の変化を踏まえて管理体制の見直し等により、個人情
報保護のための社内体制について継続的改善に努めます。

⑽ お問合わせ窓口
個人情報の開示、訂正等のご請求および個人情報の取扱いに関するご意見、ご要望ならびにお
問合わせにつきましては、下記窓口にて承ります。

株式会社メモリード・ライフ
総務部

電話番号：０３‐３２３３‐０２１３
受付時間：９時から１７時（土・日・祝日・年末年始を除く）
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６

１

反社会的勢力への対応
当社は、適切かつ健全な少額短期保険事業を行うにあたり、反社会的勢力に断固たる態度で対応

し、関係を遮断するために、以下のとおり「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、適切な対応

に努めます。

＜反社会的勢力に対する基本方針＞

● 反社会的勢力に対しては、会社として毅然とした対応を行い、一切の関係を持ちません。

● 反社会的勢力に対しては、どのような形でも決して経済的な利益を供与いたしません。

● 反社会的勢力からの不当要求に対しては、法的対応も含めて断固とした対応を行います。

● 反社会的勢力との対応時には、警察等の外部専門機関と連携いたします。

７

１

お客様への情報提供等
当社では、お客様をはじめ社会一般の皆様に、当社に対する理解や商品・サービス等の紹介なら

びに業務運営上の現況など、様々な情報の把握や適正な評価をしていただくために、透明性のある

公正かつタイムリーな情報の開示・公表を行っております。

■ホームページ（https://www.memoleadlife.co.jp/）

当社のホームページでは、会社概要、商品・サービスの

ご案内、資料請求、ご加入者の声などの掲載やお知らせ

（ニュースリリース）等を公開しております。

また、ホームページからの保険のお申し込みも取扱って

おります。

■ディスクロージャー資料および業績情報

当社の概要や業績等の概況を説明した本誌「ディスクロージャー資料」を年１回発行し、冊子

として縦覧に供するほか、本決算の財務情報、事業報告などとともに、ホームページにて掲載し、

常時ダウンロード可能なしくみを構築しております。

ディスクロージャー資料 会社案内

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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■葬儀保険新聞「らいふ」

直近の業績や保険金・給付金のお支払い状況、葬儀に関する豆知識、その他会社からのお知ら

せなどを小冊子「らいふ」にまとめて、毎年ご契約者の皆様にお送りしています。

■スポーツを通じた広報活動

クラブサッカーチーム（J2）V.ファーレン長崎の特別協賛パー

トナーとして、メモリード・グループ発祥の地である長崎の地域振

興・活性化のために、スポーツを通じた応援・支援活動を展開して

います。

�

� �

� �

� �

�

�

�

�

�

�

■お客様本位の業務運営の取組状況

当社は、お客様本位の業務運営をより具体的に推進

するため、その取組状況等を確認する指標（KPI）を

設定し、ホームページへ掲載しています。
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Ⅴ 業績データ

１

１

直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標

２

１

財産の状況

３

１

業務の状況を示す指標等
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Ⅴ 業績データ

区 分 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度

保険料 １，９５５，１５０ ２，５２３，６５８ ２，８５０，４２１

正味収入保険料 １，９５２，４４２ ２，３１７，８２０ ２，７４０，７７０

経常収益 ２，００６，０８２ ２，７４６，９６７ ２，９８９，７３３

経常利益 ３５７，４０４ ３２３，６６８ ４４２，５８７

当期純利益 ２４０，３９７ ２１４，９５３ ２９１，３９９

総資産額 ２，４０１，０２７ ２，８０９，７７２ ３，１５８，９３０

保険業法上の純資産額 １，７７４，２０４ １，９６５，２１９ ２，２２９，２２８

有価証券残高 １０４，４１０ ９１，７９１ ７２，６４５

責任準備金残高 ４４１，５００ ６２０，８１３ ６４４，７９３

資本金の額 ２５０，０００ ２５０，０００ ２５０，０００

発行済株式の総数 １００，０００株 １００，０００株 １００，０００株

供託金 ９６，０００ １０８，０００ １２５，０００

経常利益率 １７．８％ １１．８％ １４．８％

自己資本比率 ７２．３％ ６８．３％ ６９．０％

ソルベンシー・マージン比率 ７，２７２．２％ ６，９７４．９％ ７，２４２．０％

１株当たり当期純利益 ２，４０３円９７銭 ２，１４９円５３銭 ２，９１３円９９銭

配当性向 １２．５％ １４．０％ １０．３％

年間収受保険料 １，９５２，４４２ ２，３７０，９８５ ２，７６１，５６０

契約件数 ５４，８７８件 ７９，４７７件 ８４，４６１件

被保険者数（保険の相手方） ４９，６８２名 ６７，３０１名 ７２，０４８名

年換算保険料 ２，０７４，６８２ ２，６６２，３６４ ２，９５６，９１２

従業員数 ２７名 ２７名 ３５名

代理店数 ６１８店 ７３７店 ７０７店

登録募集人数 ２，７４４名 ４，１４４名 ４，１２１名

（単位：千円）

（注）１．保険業法上の純資産額は、保険業法第２７２条の４第１項第３号および保険業法施行規則第２１１条の８第１

項の規定に基づき算出されたものです。

２．従業員数には、嘱託・契約社員、パートタイマー、受入出向者を含んでおります。

１

１

直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標
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科 目 ２０１８年度 ２０１９年度 科 目 ２０１８年度 ２０１９年度

（資産の部） （負債の部）

現金及び預貯金 １，９９３，９６６ ２，３３４，０７６ 保険契約準備金 ７１１，４４１ ７６５，７０４

現金 ３０３ ２６６ 支払備金 ９０，６２７ １２０，９１１

預貯金 １，９９３，６６３ ２，３３３，８１０ 責任準備金 ６２０，８１３ ６４４，７９３

有価証券 ９１，７９１ ７２，６４５ 代理店借 ３２，４３５ ３５，１４７

国債 ９１，７９１ ７２，６４５ 再保険借 ４８，９５３ ２９，４３９

有形固定資産 ８，５１６ ７，５４８ その他負債 ９６，３００ １４８，５９５

建物 ５，７９６ ５，２６５ 未払法人税等 ４９，５６５ ９７，２９３

その他の有形固定資産 ２，７２０ ２，２８２ 未払金 ４３，６６４ ４９，２６４

無形固定資産 １９５，１８２ １５８，９３６ 預り金 ２，４２５ ９７０

ソフトウェア ４４，７０６ ４６，７５１ その他の負債 ６４５ １，０６７

のれん １４９，５７９ １１２，１８４ 価格変動準備金 ３６０ ３９７

ソフトウェア仮勘定 ８９６ － 負債の部合計 ８８９，４９２ ９７９，２８５

代理店貸 － － （純資産の部）

再保険貸 ５３，６６８ ３４，０６７ 資本金 ２５０，０００ ２５０，０００

その他資産 ３５８，６４６ ４２６，６５５ 資本剰余金 ２５０，０００ ２５０，０００

未収金 ３３１，９１５ ３７７，４４２ 資本準備金 ２５０，０００ ２５０，０００

前払費用 ２，３９１ ３０，０２８ 利益剰余金 １，４１３，１９８ １，６７４，５９７

未収収益 １，０１４ １，０２５ 繰越利益剰余金 １，４１３，１９８ １，６７４，５９７

預託金 １７，４８７ １７，５８６ 株主資本合計 １，９１３，１９８ ２，１７４，５９７

その他の資産 ５，８３７ ５７３ その他有価証券評価差額金 ７，０８２ ５，０４７

供託金 １０８，０００ １２５，０００ 評価・換算差額等合計 ７，０８２ ５，０４７

純資産の部合計 １，９２０，２８０ ２，１７９，６４４

資産の部合計 ２，８０９，７７２ ３，１５８，９３０ 負債及び純資産の部合計 ２，８０９，７７２ ３，１５８，９３０

（単位：千円）

２ 財産の状況

１．計算書類

⑴貸借対照表

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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科 目 ２０１８年度 ２０１９年度

経常収益 ２，７４６，９６７ ２，９８９，７３３
保険料等収入 ２，７３５，３００ ２，９８７，５２５
保険料 ２，５２３，６５８ ２，８５０，４２１
再保険収入 ２１１，６４２ １３７，１０４
回収再保険金 １５５，５５０ ９６，７５５
再保険手数料 ５３，１６５ ２０，７９０
再保険返戻金 ２，９２７ １，７０７
その他再保険収入 － １７，８５０

責任準備金等戻入額 ８，８３６ －
支払備金戻入額 ８，８３６ －
責任準備金戻入額 － －
資産運用収益 １，８９１ １，７２２
利息及び配当金等収入 １，８９１ １，７２２

その他経常収益 ９３８ ４８５

経常費用 ２，４２３，２９９ ２，５４７，１４６
保険金等支払金 １，２１３，９６３ １，２８７，７６７
保険金等 １，００５，１９８ １，１５８，５５８
解約返戻金等 ６，１４７ ６，７４８
再保険料 ２０２，６１７ １２２，４６１

責任準備金等繰入額 １６５，２１０ ５４，２６３
支払備金繰入額 － ３０，２８３
責任準備金繰入額 １６５，２１０ ２３，９７９

事業費 １，０４４，０９８ １，２０４，９７９
営業費及び一般管理費 ９８７，８４４ １，１４８，３９９
税金 ４，４９９ ３，５４７
減価償却費 １４，３５９ １５，６３７
のれん償却額 ３７，３９４ ３７，３９４

その他経常費用 ２６ １３５

経常利益（又は経常損失） ３２３，６６８ ４４２，５８７

特別損失 ９９７ ３６
価格変動準備金繰入額 ３９ ３６
その他特別損失 ９５７ －

税引前当期純利益（又は税引前当期純損失） ３２２，６７０ ４４２，５５０

法人税及び住民税 １０７，７１７ １５１，１５１

当期純利益（又は当期純損失） ２１４，９５３ ２９１，３９９

（単位：千円）

⑵損益計算書
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科 目 ２０１８年度 ２０１９年度

営業活動によるキャッシュ・フロー
保険料の収入 ２，４７４，６１４ ２，８０５，３１６
再保険による収入 ２１１，６４２ １５６，７０５
保険金等支払による支出 △１，００５，１９８ △１，１５８，５５８
解約返戻金等支払による支出 △６，１４７ △６，７４８
再保険料支払による支出 △２０２，６１７ △１４１，９７４
事業費の支出 △９７８，７５８ △１，１６７，４６２
その他 １３，８８８ ４８５
小 計 ５０７，４２２ ４８７，７６３
利息及び配当金等の受取額 １，８９７ １，７１１
利息の支払額 △２６ △２５
その他 － －
法人税等の支払額 △１４３，４４６ △１０３，４２３
営業活動によるキャッシュ・フロー ３６５，８４７ ３８６，０２６

投資活動によるキャッシュ・フロー
預貯金の純増減額 ３９，５２８ △２５０，０００
有価証券（供託金）の償還による収入 － １３，０００
有形・無形固定資産の取得による支出 △５０，１４７ △１５，８１７
有形・無形固定資産の売却による収入 １８０ －
供託金の所要額支出（増加） △１２，０００ △１３，０００
供託金の超過額取戻（減少） １１，０００ －
その他 △７，９５１ △９９

投資活動によるキャッシュ・フロー △１９，３９０ △２６５，９１６

財務活動によるキャッシュ・フロー
吸収合併にともなう交付金支出 △２０４，０００ －
配当金の支払額 △３０，０００ △３０，０００

財務活動によるキャッシュ・フロー △２３４，０００ △３０，０００

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） １１２，４５７ ９０，１０９

現金及び現金同等物期首残高 ５９１，５０９ ７０３，９６６

現金及び現金同等物期末残高 ７０３，９６６ ７９４，０７６

（単位：千円）

⑶キャッシュ・フロー計算書

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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株 主 資 本 評価・換算
差 額 等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主資本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

資 本
準備金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 ２５０，０００ ２５０，０００ １，４１３，１９８ １，９１３，１９８ ７，０８２ １，９２０，２８０

当 期 変 動 額 － －

剰 余 金 配 当 △３０，０００ △３０，０００ △３０，０００

当 期 純 利 益 ２９１，３９９ ２９１，３９９ ２９１，３９９

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － △２，０３４ △２，０３４

当 期 変 動 額 合 計 － － ２６１，３９９ ２６１，３９９ △２，０３４ ２５９，３６４

当 期 末 残 高 ２５０，０００ ２５０，０００ １，６７４，５９７ ２，１７４，５９７ ５，０４７ ２，１７９，６４４

株 主 資 本 評価・換算
差 額 等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主資本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

資 本
準備金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 ２５０，０００ ２５０，０００ １，２２８，２４４ １，７２８，２４４ ７，７０２ １，７３５，９４６

当 期 変 動 額 － －

剰 余 金 配 当 △３０，０００ △３０，０００ △３０，０００

当 期 純 利 益 ２１４，９５３ ２１４，９５３ ２１４，９５３

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － △６１９ △６１９

当 期 変 動 額 合 計 － － １８４，９５３ １８４，９５３ △６１９ １８４，３３３

当 期 末 残 高 ２５０，０００ ２５０，０００ １，４１３，１９８ １，９１３，１９８ ７，０８２ １，９２０，２８０

〔２０１８年度〕
（単位：千円）

〔２０１９年度〕
（単位：千円）

⑷株主資本等変動計算書
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１．計算書類の作成方法
貸借対照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書は、会社計算規則（平成１８年法務省

令第１３号）の規定のほか、保険業法施行規則（平成８年大蔵省令第５号）に準拠して作成
しております。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券（国債）について、期末日の市場価格相当に基づく時価法（金融商品会
計基準）を適用し、評価差額を全部純資産直入法により処理しております。

３．棚卸資産の評価基準及び評価方法
貯蔵品について、最終仕入原価法を採用しております。

４．固定資産の減価償却の方法
⑴有形固定資産

定率法（ただし、２０１６年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額法）を
採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物附属設備 １５年
工具・器具・備品 ２～１０年

⑵無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、ソフトウェアについては、会社所定の利用可能期間（５年）に基づく定額法を
採用し、リース資産については、リース期間を耐用年数とする定額法を採用しておりま
す。また、のれんについては、買収による投資回収期間（５年）に基づく定額法を適用
しております。

５．引当金の計上基準
該当事項はありません。

６．価格変動準備金の計上基準
保険業法第１１５条の規定により算出した額を計上しております。

７．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

８．責任準備金の積立基準
責任準備金は、保険業法施行規則第２１１条の４６の規定に基づき算出した金額を計上してお
ります。

（重要な会計方針）

⑸重要な会計方針および注記事項

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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２０１８年度末 ２０１９年度末

１．有形固定資産の減価償却累計額 １９，７３７千円 １．有形固定資産の減価償却累計額 １６，８０２千円

２．税効果会計に関する事項
税効果会計を適用しておりません。

２．税効果会計に関する事項
税効果会計を適用しておりません。

３．供託金の内訳
保険業法第２７２条の５第１項及び同施行令第３８
条の４の規定に基づき、政令で定められた額の金
銭を供託しております。
なお、当年度末における翌年度の供託所要額

は、１２５，０００千円であります。

３．供託金の内訳
保険業法第２７２条の５第１項及び同施行令第３８

条の４の規定に基づき、政令で定められた額の金
銭を供託しております。
なお、当年度末における翌年度の供託所要額

は、１４７，０００千円であります。

４．支払備金の内訳

保険業法施行規則第２１１条の５２において準用す
る同規則第７３条第３項および第７１条第１項に規定
する、積み立てないことができる再保険を付した
部分に相当する支払備金の金額は、２，１６０千円で
あります。

４．支払備金の内訳

保険業法施行規則第２１１条の５２において準用す
る同規則第７３条第３項および第７１条第１項に規定
する、積み立てないことができる再保険を付した
部分に相当する支払備金の金額は、１，４４０千円で
あります。

５．責任準備金の内訳

保険業法施行規則第２１１条の５２において準用す
る同規則第７１条第１項に規定する、積み立てない
ことができる再保険を付した部分に相当する責任
準備金の金額は、６２，５６０千円であります。

５．責任準備金の内訳

保険業法施行規則第２１１条の５２において準用す
る同規則第７１条第１項に規定する、積み立てない
ことができる再保険を付した部分に相当する責任
準備金の金額は、３０，６６５千円であります。

内 訳 元受分 出再分 出再分控除後
（当期末残高）

普通責任準備金 ６３６，４８０ ６０，２４５ ５７６，２３５

異常危険準備金 ４６，８９３ ２，３１５ ４４，５７８

合 計 ６８３，３７４ ６２，５６０ ６２０，８１３

内 訳 元受分 出再分 出再分控除後
（当期末残高）

普通責任準備金 ６２４，９３６ ２９，３２９ ５９５，６０７

異常危険準備金 ５０，５２２ １，３３５ ４９，１８６

合 計 ６７５，４５８ ３０，６６５ ６４４，７９３

内 訳 元受分 出再分 出再分控除後
（当期末残高）

普通支払備金 ５６，３４２ １，４４０ ５４，９０２

既発生未報告損害
に対する支払備金 ６６，００８ － ６６，００８

合 計 １２２，３５１ １，４４０ １２０，９１１

内 訳 元受分 出再分 出再分控除後
（当期末残高）

普通支払備金 ３０，４６３ ２，１６０ ２８，３０３

既発生未報告損害
に対する支払備金 ６２，３２４ － ６２，３２４

合 計 ９２，７８７ ２，１６０ ９０，６２７

（貸借対照表関係）

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）
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２０１８年度末 ２０１９年度末

６．金融商品に関する事項

⑴金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針
当社は、資金運用については、「資産運用に
関する基本方針」及び「資産運用規程」に基づ
き、預金（外貨除く）および国債等の有価証券
に限定し、銀行等金融機関からの借入による資
金の調達およびデリバティブの取引は予定して
おりません。

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管
理体制
市場関連リスクや信用リスクについては、「資
産運用リスク管理方針・管理規程」にしたが
い、リスクの状況について、定期的にモニタリ
ングした結果をリスク管理委員会および取締役
会等へ報告される体制としています。
定期性預金については、「資産運用実施規則」
に基づき、預金対象限度額を定め、預金対象金
融機関の対象先および格付けを限定し、同一預
金先への預金限度額（全体に対する割合）を設
定した上で、金利動向・利率・信頼性・利便性
等を総合的に評価して決定する体制としていま
す。

６．金融商品に関する事項

⑴金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針
当社は、資金運用については、「資産運用に

関する基本方針」及び「資産運用規程」に基づ
き、預金（外貨除く）および国債等の有価証券
に限定し、銀行等金融機関からの借入による資
金の調達およびデリバティブの取引は予定して
おりません。

②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管
理体制
市場関連リスクや信用リスクについては、「資

産運用リスク管理方針・管理規程」にしたが
い、リスクの状況について、定期的にモニタリ
ングした結果をリスク管理委員会および取締役
会等へ報告される体制としています。
定期性預金については、「資産運用実施規則」

に基づき、預金対象限度額を定め、預金対象金
融機関の対象先および格付けを限定し、同一預
金先への預金限度額（全体に対する割合）を設
定した上で、金利動向・利率・信頼性・利便性
等を総合的に評価して決定する体制としていま
す。

⑵金融商品の時価等に関する事項
２０１９年３月３１日（当年度決算日）における貸借
対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。

（金融商品の時価の算定方法）

①現金及び預貯金は、１年以内の短期間で決済され
るため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、
当該帳簿価額によっております。

②有価証券及び供託金に供している債券について
は、期末日の市場価格によっております。

⑵金融商品の時価等に関する事項
２０２０年３月３１日（当年度決算日）における貸借
対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。

（金融商品の時価の算定方法）

①現金及び預貯金は、１年以内の短期間で決済され
るため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、
当該帳簿価額によっております。

②有価証券及び供託金に供している債券について
は、期末日の市場価格によっております。

７．１株当たりの純資産額 １９，２０２円８０銭 ７．１株当たりの純資産額 ２１，７９６円４４銭

８．金額は記載単位未満の端数を切り捨てて表示して
おります。また、構成比、増減率は小数点第２位
以下を四捨五入して表示しております。

８．金額は記載単位未満の端数を切り捨てて表示して
おります。また、構成比、増減率は小数点第２位
以下を四捨五入して表示しております。

内 容 貸借対照
表計上額 時価 差額

現金及び預貯金 １，９９３，９６６ １，９９３，９６６ －

有価証券（国債） ９１，７９１
１９９，７９１ －

供託金（国債） １０８，０００

内 容 貸借対照
表計上額 時価 差額

現金及び預貯金 ２，３３４，０７６ ２，３３４，０７６ －

有価証券（国債） ７２，６４５
１８４，６４５ －

供託金（国債） １１２，０００

（単位：千円） （単位：千円）
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２０１８年度 ２０１９年度

１．正味収入保険料及び正味支払保険金の算出
⑴正味収入保険料

保険料 ２，５２３，６５８千円
再保険返戻金 ２，９２７千円
その他再保険収入 － 千円
再保険料 ２０２，６１７千円
解約返戻金等 ６，１４７千円
差引 ２，３１７，８２０千円

⑵正味支払保険金
保険金等 １，００５，１９８千円
回収再保険金 １５５，５５０千円
差引 ８４９，６４８千円

１．正味収入保険料及び正味支払保険金の算出
⑴正味収入保険料
保険料 ２，８５０，４２１千円
再保険返戻金 １，７０７千円
その他再保険収入（注） １７，８５０千円
再保険料 １２２，４６１千円
解約返戻金等 ６，７４８千円

差引 ２，７４０，７７０千円
（注）その他再保険収入は、再保険契約に基づく出再率変更

（９０％から６０％へ）に伴う再保険料等の戻りであります。

⑵正味支払保険金
保険金等 １，１５８，５５８千円
回収再保険金 ９６，７５５千円

差引 １，０６１，８０３千円

２．その他経常収益の内訳
その他経常収益の主な内訳は、従業員の正社員
化に伴う助成金であります。

２．その他経常収益の内訳
その他経常収益の主な内訳は、従業員の社宅家

賃控除に伴う収入であります。

３．その他経常費用の内訳
その他経常費用の主な内訳は、保険金の支払が
遅延したことによる遅延利息相当であります。

３．その他経常費用の内訳
その他経常費用の主な内訳は、国債の償還に伴

う損失であります。

４．利息及び配当金収入の内訳
預貯金利息 ５４２千円
有価証券利息 ５４４千円
その他利息 ８０４千円

４．利息及び配当金収入の内訳
預貯金利息 ５９７千円
有価証券利息 ４５０千円
その他利息 ６７３千円

５．減価償却費の内訳
有形固定資産 ３，９２４千円
無形固定資産 １０，４３５千円

５．減価償却費の内訳
有形固定資産 ２，０４１千円
無形固定資産 １３，５９６千円

６．関連当事者との取引に関する事項
該当事項はありません。

６．関連当事者との取引に関する事項
該当事項はありません。

７．特別損失の内訳
その他特別損失の主な内訳は、固定資産の除却
及び売却に基づく損失であります。

７．特別損失の内訳
その他特別損失の主な内訳は、有価証券（国債）
における価格変動準備金への積立額であります。

８．１株当たりの当期純利益 ２，１４９円５３銭
算定上の基礎である当期純利益 ２１４，９５３千円
普通株式に係る当期純利益 ２１４，９５３千円
普通株式の期中平均株式数 １００，０００株

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益に
ついては、潜在株式が存在しないため記載してお
りません。

８．１株当たりの当期純利益 ２，９１３円９９銭
算定上の基礎である当期純利益 ２９１，３９９千円
普通株式に係る当期純利益 ２９１，３９９千円
普通株式の期中平均株式数 １００，０００株

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益に
ついては、潜在株式が存在しないため記載してお
りません。

９．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。また、構成比、増減率は小数点第２位以下を
四捨五入して表示しております。

９．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。また、構成比、増減率は小数点第２位以下を
四捨五入して表示しております。

（損益計算書関係）
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２０１８年度 ２０１９年度

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項 １．発行済株式の種類及び総数に関する事項

２．新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

２．新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

３．配当に関する事項
⑴配当金支払額 ３０，０００千円
⑵基準日が当年度に属する配当のうち、配当の効
力発生日が翌年度になるもの

（注）上記配当は、２０１９年６月２６日開催予定の定時株主総会に
て付議する予定であります。

３．配当に関する事項
⑴配当金支払額 ３０，０００千円
⑵基準日が当年度に属する配当のうち、配当の効
力発生日が翌年度になるもの

（注）上記配当は、２０２０年６月２４日開催予定の定時株主総会に
て付議する予定であります。

４．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。

４．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。

２０１８年度 ２０１９年度

１．現金及び現金同等物の当年度末残高と貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

（２０１９年３月３１日現在）
現金及び預貯金勘定 １，９９３，９６６千円
預入期間が３ヶ月超の定期預金 １，２９０，０００千円
現金及び現金同等物 ７０３，９６６千円
なお、キャッシュ・フロー計算書における資金

（現金及び現金同等物）は、手許現金、要求払い
預金及び取得日から満期日または償還日までの期
間が３ヶ月以内の定期預金等の短期投資からなっ
ています。

１．現金及び現金同等物の当年度末残高と貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

（２０２０年３月３１日現在）
現金及び預貯金勘定 ２，３３４，０７６千円
預入期間が３ヶ月超の定期預金 １，５４０，０００千円
現金及び現金同等物 ７９４，０７６千円
なお、キャッシュ・フロー計算書における資金

（現金及び現金同等物）は、手許現金、要求払い
預金及び取得日から満期日または償還日までの期
間が３ヶ月以内の定期預金等の短期投資からなっ
ています。

２．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。また、増減率は小数点第２位以下を四捨五入
して表示しております。

２．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しておりま
す。また、増減率は小数点第２位以下を四捨五入
して表示しております。

株式の種類 前年度末株 式 数
当 年 度
増加株式数

当 年 度
減少株式数

当年度末
株 式 数

発行済株式

普通株式 １００，０００ － － １００，０００

合 計 １００，０００ － － １００，０００

決 議
株 式
の種類

配当金
の総額

配 当
の原資

１株当た
り配当金

基準日
効 力
発生日

２０２０年６月２４日
定時株主総会

普通
株式

３０，０００
千円

利 益
剰余金

３００円
２０２０年
３月３１日

２０２０年
６月２５日

株式の種類 前年度末株 式 数
当 年 度
増加株式数

当 年 度
減少株式数

当年度末
株 式 数

発行済株式

普通株式 １００，０００ － － １００，０００

合 計 １００，０００ － － １００，０００

決 議
株 式
の種類

配当金
の総額

配 当
の原資

１株当た
り配当金

基準日
効 力
発生日

２０１９年６月２６日
定時株主総会

普通
株式

３０，０００
千円

利 益
剰余金

３００円
２０１９年
３月３１日

２０１９年
６月２７日

（株主資本等変動計算書関係）

（単位：株） （単位：株）

（キャッシュ・フロー計算書関係）
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項 目 ２０１８年度末 ２０１９年度末

⑴ソルベンシー・マージン総額 １，９３５，１４８ ２，１９９，１７８

①純資産の部の合計額（繰延資産等控除後の額） １，８８３，１９８ ２，１４４，５９７

②価格変動準備金 ３６０ ３９７

③異常危険準備金 ４４，５７８ ４９，１８６

④一般貸倒引当金

⑤その他有価証券評価差額（税効果控除前）（９９％又は１００％） ７，０１１ ４，９９７

⑥土地の含み損益（８５％又は１００％）

⑦契約者配当準備金の一部（除、翌期配当所要額）

⑧将来利益

⑨税効果相当額

⑩負債性資本調達手段等

告示（第１４号）第２条第３項第５号イに掲げるもの（⑩⒜）

告示（第１４号）第２条第３項第５号ロに掲げるもの（⑩⒝）

⑵リスクの合計額√［R１２＋R２２］＋R3＋R4 ５５，４８８ ６０，７３３

保険リスク相当額 ４８，９３４ ５３，５４３

R1 一般保険リスク相当額 ４８，９３４ ５３，５４３

R4 巨大災害リスク相当額

R2 資産運用リスク相当額 ２２，９５３ ２５，１５９

価格変動等リスク相当額 ９１７ ７２６

信用リスク相当額 １９，９３９ ２３，３４１

子会社等リスク相当額

再保険リスク相当額 １，５５９ ７５１

再保険回収リスク相当額 ５３６ ３４０

R3 経営管理リスク相当額 １，４３７ １，５７４

⑶ソルベンシー・マージン比率 ⑴／｛（１／２）×⑵｝ ６，９７４．９ ７，２４２．０

（単位：千円、％）

（注）１．ソルベンシー・マージン比率とは、通常の予測を超えて発生するリスクに対応できる「支払余力」をど

の程度有しているかどうかを示す行政監督上の指標の１つです。ソルベンシー・マージン比率が２００％以

上であれば、健全性について１つの基準を満たしていることを示しています。

２．上記は、保険業法施行規則第２１１条の５９および第２１１条の６０ならびに平成１８年金融庁告示第１４号の規定に

基づいて算出しております。

ソルベンシー・マージン比率＝
ソルベンシー・マージン総額
リスクの合計額×（１／２）

×１００（％）

２．保険金の支払い能力の充実の状況（ソルベンシー・マージン比率）
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区 分
２０１８年度末 ２０１９年度末

取得価格 時価 評価損益 取得価格 時価 評価損益

売買目的有価証券 － － － － － －

満期保有目的有価証券 － － － － － －

その他の有価証券 １９２，７０８ １９９，７９１ ７，０８２ １７９，５９８ １８４，６４５ ５，０４７

合 計 １９２，７０８ １９９，７９１ ７，０８２ １７９，５９８ １８４，６４５ ５，０４７

（単位：千円）

（注）上記金額は、国債にて供託している有価証券を含めて表示しております。

３．有価証券または金銭信託の取得価額または契約価額、時価および評価損益

⑴有価証券

⑵金銭信託
該当事項はありません。

４．公衆の縦覧に供する書類に関する会計監査人の監査の有無

当社は会計監査人の監査は受けておりません。

５．計算書類に関する会計監査人の監査証明の有無

金融商品取引法第１９３条の２の規定に基づく公認会計士または監査法人の監査は受けておりませ

ん。なお、当事業年度の計算書類につきましては、監査役による監査を受け、適正に作成および表

示されていることの報告を受けております。（２０２０年５月２７日付 監査報告書）

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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１．主要な業務の状況を示す指標等

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 ２，３１７，２０３ ２，７４０，２６４

医 療 保 険 ６１６ ５０５

合 計 ２，３１７，８２０ ２，７４０，７７０

（単位：千円）

（注）正味収入保険料は、以下の定義により算出しております。
正味収入保険料＝（保険料－解約返戻金－その他返戻金）－（再保険料－再保険返戻金）

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 ２，５１６，２５２ ２，８４２，６６２

医 療 保 険 １，２５８ １，０１０

合 計 ２，５１７，５１０ ２，８４３，６７２

（単位：千円）

（注）元受正味保険料は、以下の定義により算出しております。
元受正味保険料＝（保険料－解約返戻金－その他返戻金）

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 １９９，０４８ １０２，３９７

医 療 保 険 ６４１ ５０５

合 計 １９９，６９０ １０２，９０２

（単位：千円）

（注）支払再保険料は、以下の定義により算出しております。
支払再保険料＝（再保険料－再保険返戻金－その他の再保険収入）

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 ３２０，４０９ ４４０，３４６

医 療 保 険 ４５４ １６７

合 計 ３２０，８６４ ４４０，５１３

（単位：千円）

（注）保険引受利益は、保険引受収益から保険引受費用と保険引受に係る営業費及び一般
管理費を引いて、その他収支（保険引受に係るもの）を足して算出しております。

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 ８４９，３４８ １，０６１，５２８

医 療 保 険 ３００ ２７５

合 計 ８４９，６４８ １，０６１，８０３

（単位：千円）

（注）正味支払保険金は、以下の定義により算出しております。
正味支払保険金＝保険金等－回収再保険金

３ 業務の状況を示す指標等

❶正味収入保険料

❷元受正味保険料

❸支払再保険料

❹保険引受利益

❺正味支払保険金
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区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 １，００４，５９８ １，１５８，００８

医 療 保 険 ６００ ５５０

合 計 １，００５，１９８ １，１５８，５５８

（単位：千円）

（注）元受正味保険金は、以下の定義により算出しております。
元受正味保険金＝（元受契約の支払保険金－元受契約にかかる求償等により回収した金額）

区 分 ２０１８年度 ２０１９年度

死 亡 保 険 １５５，２５０ ９６，４８０

医 療 保 険 ３００ ２７５

合 計 １５５，５５０ ９６，７５５

（単位：千円）

区 分
２０１８年度 ２０１９年度

正 味
損害率

正 味
事業費率 合算率 正 味

損害率
正 味
事業費率 合算率

死 亡 保 険 ３６．７％ ４２．８％ ７９．４％ ３８．７％ ４３．２％ ８１．９％

医 療 保 険 ４８．６％ １６．５％ ６５．１％ ５４．４％ １４．７％ ６９．１％

合 計 ３６．７％ ４２．８％ ７９．４％ ３８．７％ ４３．２％ ８１．９％

（注）正味損害率、正味事業費率およびその合算率は、以下の定義により算出しております。
正味損害率＝（正味支払保険金／正味収入保険料）×１００
正味事業費率＝（正味事業費／正味収入保険料）×１００
合算率＝正味損害率＋正味事業費率

区 分
２０１８年度 ２０１９年度

元 受
損害率

元 受
事業費率 合算率 元 受

損害率
元 受
事業費率 合算率

死 亡 保 険 ３９．９％ ４１．５％ ８１．４％ ４０．７％ ４２．４％ ８３．１％

医 療 保 険 ４７．７％ ２４．９％ ７２．６％ ５４．４％ ２３．８％ ７８．３％

合 計 ３９．９％ ４１．５％ ８１．４％ ４０．７％ ４２．４％ ８３．１％

（注）元受損害率、元受事業費率およびその合算率は、以下の定義により算出しております。
元受損害率＝（保険金＋給付金）／（保険料－解約返戻金－その他返戻金）×１００
元受事業費率＝事業費／（保険料－解約返戻金－その他返戻金）×１００
合算率＝元受損害率＋元受事業費率

❻元受正味保険金

❼回収再保険金

２．保険契約に関する指標等

❶契約者配当金の額
該当事項はありません。

❷正味損害率、正味事業費率およびその合算率

❸出再控除前の元受損害率、元受事業費率およびその合算率

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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区 分 ２０１８年度末 ２０１９年度末

再保険貸 ５３，６６８ ３４，０６７

未収再保険金 ４０，５７５ ２８，８５０

未収再保険手数料 １２，３６９ ４，８４８

未収再保険返戻金 ７２４ ３６９

未収その他の再保険収入 － －

再保険借 ４８，９５３ ２９，４３９

未払再保険料 ４８，９５３ ２９，４３９

区 分 ２０１８年度末 ２０１９年度末

出再先保険会社の数 １社 １社

出再保険料のうち上位５社の出再保険料の割合 １００．０％ １００．０％

格付区分 ２０１８年度末 ２０１９年度末

Ｓ
＆
Ｐ
社

A＋以上 １００．０％ １００．０％

その他 － －

合 計 １００．０％ １００．０％

Ｊ
Ｃ
Ｒ

AA＋以上 １００．０％ １００．０％

その他 － －

合 計 １００．０％ １００．０％

（再保険貸借）
（単位：千円）

（出再を行った再保険会社の数と出再保険料の上位５社の割合）

（支払再保険料の格付ごとの割合）

（注）格付区分は、S&P社（スタンダード＆プアーズ社）およびJCR（日本格付研究所）の各事
業年度末現在の財務格付を使用しております。

区 分
２０１８年度末 ２０１９年度末

普 通
支払備金

IBNR
支払備金 合 計 普 通

支払備金
IBNR
支払備金 合 計

死 亡 保 険 ２８，３０３ ６２，３２４ ９０，６２７ ５４，９０２ ６６，００８ １２０，９１１

医 療 保 険 － － － － － －

合 計 ２８，３０３ ６２，３２４ ９０，６２７ ５４，９０２ ６６，００８ １２０，９１１

（単位：千円）

（注）１．IBNR支払備金とは、既発生未報告支払備金のことであり、「保険業法施行規則第２１１条の５２において
準用する規則第７３条第１項第２号の規定に基づく支払備金として積み立てる金額を定める件（平成１８
年３月１０日金融庁告示第１７号）」第２条の規定により、算出しております。

２．支払備金は、元受契約における普通支払備金およびIBNR支払備金から、それらに係る再保険契約に
基づく出再分を控除して算出しております。

❹再保険関係に関する諸数値

３．経理に関する指標等

❶支払備金
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区 分
２０１８年度末 ２０１９年度末

普通責任
準 備 金

異常危険
準 備 金

契約者配
当準備金 合 計 普通責任

準 備 金
異常危険
準 備 金

契約者配
当準備金 合 計

死 亡 保 険 ５７５，８６５ ４４，５６４ － ６２０，４２９ ５９５，２４７ ４９，１７３ － ６４４，４２０

医 療 保 険 ３７０ １３ － ３８４ ３５９ １２ － ３７２

合 計 ５７６，２３５ ４４，５７８ － ６２０，８１３ ５９５，６０７ ４９，１８６ － ６４４，７９３

（単位：千円）

（注）普通責任準備金は、元受契約における普通責任準備金および異常危険準備金から、それらに係る再保険
契約に基づく出再分を控除して算出しております。

区 分

２０１８年度末 ２０１９年度末

未経過
保険料
（Ａ）

危険保険料
積み増し
（Ｂ）

収支残
（Ｃ）

当 期 末
普通責任
準 備 金

未経過
保険料
（Ａ）

危険保険料
積み増し
（Ｂ）

収支残
（Ｃ）

当 期 末
普通責任
準 備 金

死 亡 保 険 ２４５，３７０ １，３６９ ５７５，８６５ ５７５，８６５ ３０３，４５３ ２，１４１ ５９５，２４７ ５９５，２４７

医 療 保 険 ３２０ － ３７０ ３７０ ３２８ － ３５９ ３５９

合 計 ２４５，６９１ １，３６９ ５７６，２３５ ５７６，２３５ ３０３，７８１ ２，１４１ ５９５，６０７ ５９５，６０７

（単位：千円）

（注）未経過保険料（Ａ）と危険保険料積み増し（Ｂ）の合計額と、収支残（Ｃ）のいずれか大きい金額を当
期末普通責任準備金として計上しております。

損害率の上昇シナリオ 発生損害率が１％上昇すると仮定

計算方法

・増加する発生損害額＝既経過保険料の１％
・増加する発生損害額を考慮しても異常危険準備金の取り崩
しをすべき金額になりません。
・経常利益の減少額＝増加する発生損害額

経常利益の減少額
２０１８年度 ２０１９年度

２２，８３０千円 ２６，８１９千円

（注）既経過保険料は、出再分を控除しております。

❷責任準備金

❸普通責任準備金の残高の内訳

❹利益準備金及び任意積立金の区分ごとの残高
該当事項はありません。

❺損害率の上昇に対する経常利益または経常損失の額の変動

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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区 分
２０１８年度末 ２０１９年度末

金 額 構成比 金 額 構成比

現 預 金 １，９９３，９６６ ７１．０％ ２，３３４，０７６ ７３．９％

金 銭 信 託 － － － －

有 価 証 券 ９１，７９１ ３．３％ ７２，６４５ ２．３％

運用資産計 ２，０８５，４５４ ７４．２％ ２，４０６，４５６ ７６．２％

総 資 産 ２，８０９，７７２ １００．０％ ３，１５８，９３０ １００．０％

（単位：千円）

（注）運用資産計は、預貯金、金銭の信託及び有価証券の合計額となります。

区 分
２０１８年度 ２０１９年度

収入金額 利回り 収入金額 利回り

現 預 金 ５４２ ０．０３％ ５９７ ０．０３％

金 銭 信 託 － － － －

有 価 証 券 ５４４ ０．５７％ ４５０ ０．５７％

そ の 他 ８０４ ０．７３％ ６７３ ０．５６％

合 計 １，８９１ ０．０９％ １，７２２ ０．０７％

（単位：千円）

（注）運用利回りは、収入金額を月末残平均運用額で除して算出しています。

区 分
２０１８年度末 ２０１９年度末

額面金額 利回り 構成比 額面金額 利回り 構成比

国 債 １９３，０００ ０．７１％ １００．０％ １８０，０００ ０．６６％ １００．０％

その他の証券 － － － － － －

合 計 １９３，０００ ０．７１％ １００．０％ １８０，０００ ０．６６％ １００．０％

（単位：千円）

（注）上記金額等は、国債で供託している有価証券も含めて表示しております。

４．資産運用に関する指標等

❶資産運用の概況

❷利息配当収入の額および運用利回り

❸保有有価証券の種類別残高、利回り、構成比
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区 分
２０１８年度末

１年以下 １年超
３年以下

３年超
５年以下

５年超
７年以下

７年超
１０年以下 １０年超 合計

国 債 １３，０００ １０，０００ １５０，０００ ２０，０００ － － １９３，０００

その他の債券 － － － － － － －

合 計 １３，０００ １０，０００ １５０，０００ ２０，０００ － － １９３，０００

区 分
２０１９年度末

１年以下 １年超
３年以下

３年超
５年以下

５年超
７年以下

７年超
１０年以下 １０年超 合計

国 債 － ５０，０００ １２１，０００ ９，０００ － － １８０，０００

その他の債券 － － － － － － －

合 計 － ５０，０００ １２１，０００ ９，０００ － － １８０，０００

（単位：千円）

（注）１．上記金額は、額面金額にて記載しております。
２．上記金額のうち、２０１８年度において１０８，０００千円（額面金額）の国債を、２０１９年度において１１２，０００千
円（額面金額）の国債を供託金として供託しております。

区 分 ２０１８年度末 ２０１９年度末

価格変動準備金残高 ３６０ ３９７

（単位：千円）

（注）上記金額は、保険業法第１１５条の規定により算出しております。

❹保有有価証券の残存期間別残高

❺価格変動準備金

メモリード・ライフの現状 ２０２０
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メモリード・ライフの現状 ２０２０
２０２０年６月発行

株式会社メモリード・ライフ
〒１０１－００６４ 東京都千代田区神田猿楽町２－８－１６ 平田ビル６階

電話 ０３－３２３３－０２１１（代表）
URL https://www.memoleadlife.co.jp/



[登録番号] 関東財務局長(少額短期保険)第18号
[本社] 〒101-0064 東京都千代田区神田猿楽町2-8-16 平田ビル6階  
[TEL] 03-3233-0211（代表）
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